














先土器時代の山口地方

ると言える。具体的には、いわゆるマンモス動物群と黄土動物群であり、マンモス・ヘラ

ジカ・ヒグマ・ナウマンゾウ・ヤベオオツノジカ・ハタネズミ・ノウサギ等である。山口

地方においてもオオツノジカ・ナウマンゾウ・ヒグマといった化石が見つかっている。

動物相の研究は植物相のそれと比べると困難な面が多く、よって化石の発見例を待つと

いう状況にあろう。山口地方に焦点を絞って考えることも今のとごろ不可能に近い。我々

にとって最も重要なのは、山口地方の先土器時代人が、何の動物を狩猟対象としたのか、

狩猟対象となり得る動物とは、をはっきり特定することであり、考古学資料からのアプ

ローチを絶えず行なう必要がある。

5 遺跡の立地

ここでは、遺跡の一集中地区 lbを中心に見ていきたい。この中でも遺跡の集中がいわ

ゆる字部台地に認められることは先に述べた。字部台地とは行政区画では宇部市を中心に

西は小野田市、東は阿知須町・小郡町• 秋穂町・防府市にわたる広大な洪積台地の総称で

あり、瀬戸内海側は海岸段丘が非常に発達したところである。
きちなん

宇部地域の洪積層は吉南層群と呼ばれ、その層序は下部から黒崎礫層• 黒崎粘土層• 宇

部砂礫互層• 宇部火山灰層• 宇部砂質粘土層から成る。当台地は陸上で確認されているも
おおじ ふるどの まるおばら

ので、三段の海岸段丘が見られ、段丘面は上から標準的に王子面・古殿面・丸尾原面と呼

ばれている。さらにその下に沈水段丘としての宇部沖面が確認されている。

アルプス地方の四大別氷期と対比すれば、王子面形成期はミンデル・リス間氷期に、古

殿面形成期はリス・ウルム間氷期に、丸尾原面はウルム氷期に比定され、さらにウルム氷

期末に宇部沖面が形成されたとされる。

そして台地は、小河川によって開析谷が存在し、多くの浅谷が随所に見られる。よって

独立丘陵状の地形ができあがっている。遺跡が集中する宇部市西岐波区においては特に顕

著である。西岐波区に集中する遺跡群は、沢波川と浜田川によって挟まれる台地上に位置

する。南方裏遺跡を除くと、沢波川の左岸に本郷• 長桝第 1 地点• 長桝第 2 地点•神楽田・

南方の各遺跡が、そして浜田川の右岸に上ノ原・白土• 西吉沢• 宮ノ後遺跡が両河川に沿

う形で見られる。吉田遺跡も吉田川の左岸に、岡ノ辻遺跡も小河川の右岸に位置する。も

う少し詳細に見ると、各遺跡は南北方向の片側に河川を望む急斜度な地形をもち、周囲に

浅い谷を見るという独立丘陵上に位置している。しかもその縁辺（先端）部に立地すると

いう共通点が窺える。現水田面との比高差も、最低 5m前後あり、多くは10mになる。こ
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遺跡の立地と環境

のように特徴的な遺跡立地をここでは沢波川• 浜田川といった視点を含めたうえ、浅谷に

重点を置いた何らかの要因を考えておきたい。静岡県磐田原台地• 宮城県江合川流域の遺
注4)、14)、27)

跡立地要因等も充分考えられるが、この件に関しては時期を改めたい。

なお、各遺跡の立地する場所は、地形斜 3o_  8 oにおさまることを付け加えておく。

次に、資料紹介という形で、先土器時代研究の基礎データを提示したい。

山陽町発見の新資料

ここに発表する資料は、河野豊彦氏の長年にわたる踏究により採集されたものである。

氏は宇部市を中心とする他の遺跡の立地を基に、小野田市・山陽町を中心に、現在も精力的

に踏在を続けておられるが、昭和59年を最初に現在まで採集されたものが今回の資料であ
あさ こおりゆむた

る。遺物は厚狭郡山陽町大字郡字湯無田2974番地に所在する湯無田溜池（これより湯無田

遺跡と称する）からのもので、山陽町内における先土器遺跡の発見はこれが初めてである。

以下先土器時代の遺物を中心に構成するが、まず未発表資料の公表について快諾頂いた

河野豊彦氏に感謝の意を述べたい。

1 遺跡の立地と環境

湯無田遺跡のある山陽町は、厚狭郡に属する周防灘沿岸の地域であり、国道 2号線が東

西へ走る。農業が基幹産業であり、稲作を中心に野菜の栽培も盛んである。農業の面では

戦後まもなく入植者による干拓農業が行なわれた。ここでは現在ブドウの生産・養鶏が主

として見られており、ブドウについては町の代表的な産物になっている。

山腸町内の地形は大きく山地、丘陵、低地の三つに分かれる。丘陵は低い方から代表し

て厚狭丘陵、山陽丘陵と呼ばれ、各々瀬戸内下位面、瀬戸内上位面に比定されている。低
うしろがた はぷ

15) 

地には厚狭、後潟、埴生の各低地があり、特に、後潟低地は大部分が干拓地で構成される。

東部には長門山地に源を発する厚狭川が南流しており、河口付近は干拓が進んでいる。山

陽町内においては開作地へのかんがい用の溜池が無数にあり、湯無田溜池もその一つであ

る。後潟低地に水を供給する湯無田溜池は、後潟低地から山地地形に向かってみられるニ

段の段丘のうちの上方の段丘面にあり、ここはいわゆる宇部台地の古殿面に比定できそう

である。山賜町内における遺跡の分布は、現在のところ厚狭地区を中心にして厚狭川の右

岸に集中する傾向が窺える。これまで、厚狭川河口付近の左岸には遺跡の存在はほとん
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湯無田遺跡の石器群

ど知られていなかったが、湯無田遺跡をはじめ、隣接する大谷溜池からも石鏃．剥片• 石

核等が河野氏によって採集されており、ここに新しくとも縄文時代からの人々の生活の舞

台が明らかになってきた。

2 湯無田遺跡の石器群

lは素材の打面部と末端部にブランティングを施す二側縁加Tのもので、やや横長の条IJ

片を素材とする。素材の打面部は完全に除去され、加工が大きく行なわれたことがわかる。

腹面側縁の 3 枚の象IJ 離（落）痕については使用による可能性もある。加~L は全て腹面から

である。凝灰岩製。最大長1.7cm、最大輻2.3cm、最大原0.6cm、重贔2.3 g 0 

2は小形の縦長剥片を素材とし、側縁の上半部・下半部にブランティングを見るもので

これにより素材剥片先端部は変形されている。基部は欠損。水晶製。最大長1.8cm、最大

輻0.9cm、最大原0.3cm、重斌0.5 g。

3は小形の縦長剥片を素材とする。打面・打点を残す。一側縁と片側縁上部にブランテ

ィングを施す。一側縁側では背面・腹面の両方向からの加工であり、緻密さに欠ける感じ

を受ける。片側縁上半部のものは、腹面からのものであるが、これも大まかである。打面

部には素材剥片剥取前の打面調整痕が見られる。末端部を欠損する。水晶製。最大長

1.9cm、最大輻1.1cm、最大厚0.3cm、重贔0.8 g 0 

4は横長の剥片を素材とするもので、腹面側からの 3枚の剥離が見られる。おそらく一

側緑全体に紬くものではなかったか。それは加工途中のものかは定かでないが、大きな剥

離によって切られており、その後欠損したものと考える。剥離の位置と素材の打面部の位

附を若えたとき、ここには大きく急斜度な加工を想定しなければならない。少し疑問は残

るが、この剥離痕はブランティングと見て良いのではないか。一応ナイフ形石器として捉

えておく。また1ヤ面には節理面か見られる。メノウ製ぐ最大長1.2cm、最大輻3.1cm、最大

原0.4cm、重址2.0 g。

5は横長の剥片を素材とし、その打面部と末端部に二次加工を施すものである。打点、

それに打面の半分を残す。先端部）J[l T夏）一部はノソチ状を閑する。打面部の加Iは背面側

より先端部の）J廿ーー［は腹面側より施される。また片側緑は欠損している。器種認定に関して

はナイフ形石器として捉えておく。（ノッチド）スクレイパーとも見れようか。黒曜石製。

最大長1.6cm、最大幅2.8cm、最大原0.6cm、重贔2.4 g 0 

6は縦長の剥片である。片側縁は欠損である。打面・打点を有する。背面の観察により、
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先土器時代の山口地方

数方向からの剥離が存在したことがわかる。非常に小形の剥片であるが、当遺跡でのナイ

フ形石器の素材としても充分成り立つものであろう。水晶製。最大長1.7cm、最大幅1.2cm、

最大厚0.3cm、重最0.6g。

7は横断面三角形状を呈するもので、端部は欠損する。両側縁は大まかな剥離であり、

稜上加工等は施されていない。一部礫面を残している。器種認定に関しては、大きく捉え

てポイントとしておきたい。先端部はそれほど鋭くはない。時期の帰属は不用。讃岐岩質

安山岩製。最大長3.1cm、最大幅1.8cm、最大厚0.6cm、重量2.7 g。

8は上部・下部あるいは両端を欠損する“両面加工の石器”である。欠損部を想定して

厚みとの関連を考えるとき、非常に平らなものになる。加工に関しては両端部において精

密な剥離が施されており、例えば刃部としてここを強く意識しているかのようでもある。

器種認定に際して、大きくポイントとして捉えることにも疑問が残る。時期の帰属も不明。

破璃質安山岩製。最大長5.0cm、最大幅3.4cm、最大厚0.7cm、重量16.1 g。

9は横長の素材を用いるもので、末端部を刃部とし、緻密な刃部を作出する。側縁部の

加工に注意しておきたい。器種は不明であるが、大きく捉えればスクレイパーである。時

期の帰属も不明。凝灰岩製。最大長3.1cm、最大幅8.1cm、最大厚1.1cm、重量24.1 g。

湯無田遺跡においては今回発表以外の採集遺物に、剥片約200点、縄文期の石鏃約50点

がある。使用石材には黒曜石（姫島産を含む）• 安山岩• 水晶・チャート・メノウがあり、

石鏃においては黒曜石• 安山岩のみを用いる。水晶については縄文期以前の代表的石材と

考える。最後になったが、ナイフ形石器については、水晶製のものは小形の縦長剥片を素

材とし二側縁加工という非常に特徴的なものである。他の石材のナイフ形石器も主として

二側縁加工であるが、横長の剥片を素材にするという点に相違がある。

3 おわりに

山口地方における最高学府としての使命と責任を持つ大学の果たす役割を考えるとき、

特に地域住民との交流、そして学問の還元の意味からも、当資料館の役割は大きいと考え

る。考古学というのは一般市民にとって最も身近な学問であるにもかかわらず、嫌厭され

ている傾向にある。それは一言でいえば難しすぎるということで、考古学者の怠慢に他な

らない。我々はこの点を再認識した上で、地域住民を中心に広く考古学の還元を行なう必

要があり、特に当資料館の存在価値がこのことに立脚することは忘れてはならない。

この稿をまとめるに当たり、分布図・地名表の作成では三浦文夫氏、石材に関しては松
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